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会         議        記         録 

会 議 の 名 

称 

決算特別委員会 

環境市民厚生分科会 

会議場所 全員協議会室 

担当職員 小野 

日 時 令和５年９月１２日（火曜日） 
開 議  午後 ２ 時 ０９ 分 

閉 議  午後 ３ 時 ００ 分 

出席委員 ◎大塚 ○冨谷 大西 大石 土岐 梅本 平本 西口 （菱田議長） 

事務局 井上事務局長、小野主任 

傍聴者 市民 ０名 報道関係者 ０名 

議員７名（林、小林、 

 片山、山木、三上、 

山本、木村） 

 

会  議  の  概  要 
 

１ 開議 

 

２ 事務事業評価対象事業の論点整理 

 

＜大塚委員長＞ 

事務事業評価は、事業の目的や手法、成果、コスト、方向性を視点として評価を行

う。実際の評価では、１事業４５分の中で、説明約１０分・質疑約１０分、その後、

委員間での議論を経て評価結果を出すということから、時間上の制約もあるため、

議論の焦点とすべきことを事前に委員間で整理しておく必要がある。当日、その論

点に沿った質疑を行い、適切な評価ができるよう、本日は論点整理を行う。 

 

（１）重層的支援体制整備事業経費 

 

＜大塚委員長＞ 

事務局から資料の説明を。 

＜事務局主任＞ 

（資料説明） 

＜梅本委員＞ 

 所管をまたぐ事業であるため、事業をマネジメントする人材の育成状況を確認した

い。 

＜大石委員＞ 

 現時点で、部局間での協力体制の整備は、どの程度進んでいるのか確認したい。 

＜冨谷副委員長＞ 

 支援を必要とされる方の受け皿となれるような体制が整備されているのか確認し

たい。 

＜平本委員＞ 

 誰が主導権を握って事業を進めていくのか確認したい。 

＜大西委員＞ 

 令和６年度からの本格実施に向け、予定どおり事業が進んでいるのか確認したい。 

＜土岐委員＞ 

 現時点でどのような課題があるのか確認したい。 
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＜大塚委員長＞ 

 令和６年度の本格実施に向けた体制整備の進捗状況と分野横断的に課題をマネジ

メントする人材の育成状況を論点とする。 

 

（２）要保護児童対策経費 

 

＜大塚委員長＞ 

事務局から資料の説明を。 

＜事務局主任＞ 

（資料説明） 

＜平本委員＞ 

 こども宅食事業の利用実績、今後の利用者の見込み、実際に本事業から必要な支援

につなげた実績を確認したい。 

＜西口委員＞ 

 この事業を導入したことで、どのような変化や成果があったのか確認したい。 

＜大塚委員長＞ 

 支援を必要としている方が支援につながっているのか、事業者が当初の目的に沿っ

てよりよい形で事業を進めているのかを論点とする。 

 

 

３ その他 

 

＜大塚委員長＞ 

事務局から決算審査日程等を説明願う。 

（事務局主任から、決算審査日程について説明） 

＜大塚委員長＞ 

次回は、９月１４日（木）午前１０時からの全体会に引き続き、午前１０時３０分  

から分科会を開催し、決算審査を行うのでよろしくお願いする。 
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